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今
年
度
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
副
校
長
・
教
頭
先
生
方

に
関
連
が
あ
る
教
育
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
文
部
科
学
省
予
算
の
決
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
令
和
六
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

あ
る
政
令
指
定
都
市
の
公
立
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
全
て
の
副

校
長
・
教
頭
を
対
象
に
七
月
の
時
点
に
お
い
て
、「
教
頭
に
な
っ
て

感
じ
た
実
感
」（
三
つ
選
択
）
を
質
問
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、「
文
書

処
理
の
多
さ
（
六
二
・
五
％
）」、「
施
設
管
理
や
会
計
管
理
な
ど
の

大
変
さ
（
四
七
・
一
％
）」、「
教
職
員
に
対
す
る
指
導
・
依
頼
等
の

難
し
さ
（
三
七
・
五
％
）」、「
保
護
者
・
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

処
理
の
難
し
さ
（
二
二
・
八
％
）」、
と
い
う
項
目
の
指
摘
率
が
高
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
、
二
〇
一
五
）。

括
弧
内
の
数
値
は
全
副
校
長
・
教
頭
の
う
ち
、
当
該
項
目
に
つ
い
て

選
択
し
た
者
の
割
合
で
す
。
副
校
長
・
教
頭
は
、
そ
の
職
に
就
く
ま

で
担
当
し
て
い
な
か
っ
た
文
書
処
理
、
施
設
管
理
、
会
計
管
理
な
ど

の
実
務
の
存
在
や
地
域
と
の
関
係
の
難
し
さ
や
深
さ
に
つ
い
て
実
感

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
教
員
か
ら
は
「
見
え
な
い
」
仕
事
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
充
実
し
た
学
校
教
育
は
実
現
し
ま
す
。
そ
う
し
た
「
見
え

な
い
」
仕
事
の
一
つ
が
「
お
金
」
に
関
す
る
仕
事
で
す
。
学
校
事
務

職
員
の
専
門
性
を
生
か
し
つ
つ
、
お
金
と
い
う
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）

を
最
適
活
用
し
て
学
校
の
成
果
を
高
め
る
学
校
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
の
重
要
な
役
割
で
す
。
お
金
や
教
職
員

の
時
間
な
ど
リ
ソ
ー
ス
は
有
限
で
す
。
リ
ソ
ー
ス
の
「
最
適
活
用
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
今
後
の
学
校
経
営
に
と
っ
て
常
に
意
識
す
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
重
要
性
を
踏
ま
え
、
教
職
員
支
援

機
構
に
お
い
て
も
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
他
、
学
校
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
動
画
教
材
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
慌
た
だ
し
さ
が
落
ち
着
い
た

ら
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
　
文
部
科
学
省
予
算
の
決
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

　

令
和
六
年
度
文
部
科
学
省
所
管
一
般
会
計
予
算
は
、
五
兆
三
、
三

八
四
億
円
（
令
和
五
年
度
当
初
予
算
比 

四
四
三
億
円
増
）
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
文
教
関
係
費
は
四
兆
五
六
三
億
円
、
科
学
技
術
振
興
費

は
八
、
九
四
七
億
円
、
そ
の
他
が
三
、
八
七
五
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
文
教
関
係
費
の
う
ち
、
教
職
員
人
件
費
で
あ
る
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
金
が
一
兆
五
、
六
二
七
億
円
（
三
九
％
）
を
占
め
て
い
ま

す
。
令
和
6
年
度
予
算
の
決
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
表
1
の
と
お
り

で
す
。

　

各
省
庁
で
は
、
年
度
当
初
か
ら
新
規
政
策
の
立
案
や
既
存
施
策
の

見
直
し
作
業
に
着
手
し
ま
す
が
、
予
算
編
成
作
業
は
初
夏
に
本
格
化

し
ま
す
。
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
（
骨
太
の
方
針
）」
と
い
う
予
算
編

成
の
大
枠
が
六
月
に
示
さ
れ
、
七
月
下
旬
に
新
年
度
予
算
の
概
算
要

求
基
準
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
本
格
的
な
予
算
編
成
作
業
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
概
算
要
求
と
い
う
の
は
、
各
府
省
庁
が
予
定
し
て
い
る
政
策

を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
の
見
積
も
り
の
こ
と
で
あ
り
、
毎

年
八
月
末
ま
で
に
各
省
庁
か
ら
財
務
省
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
が
「
令
和
5
年
度
文
教
施
策
・
文
教
関
連

立
法
並
び
に
予
算
措
置
等
に
関
わ
る
要
請
」（
令
和
5
年
6
月
2
日

に
）
に
基
づ
い
て
各
種
の
要
請
行
動
を
行
い
，
ま
た
、
令
和
5
年
7

月
6
日
に
全
国
要
請
推
進
部
長
会
を

開
催
し
要
請
行
動
に
取
り
組
む
の

も
、
こ
の
予
算
編
成
作
業
に
全
国
公

立
学
校
教
頭
会
の
意
向
反
映
を
狙
っ

た
も
の
で
す
。

　

概
算
要
求
書
の
提
出
以
降
、
財
務
省
で
は
、
概
算
要
求
に
基
づ
い

て
査
定
を
行
い
、
一
二
月
に
「
財
務
省
原
案
」
を
各
省
庁
に
内
示
し

ま
す
。
文
部
科
学
省
を
含
め
各
省
庁
は
、
財
務
省
が
査
定
に
よ
り
削

減
し
た
部
分
に
つ
い
て
予
算
復
活
を
折
衝
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

財
務
省
は
「
政
府
予
算
案
」
と
し
て
閣
議
に
提
出
し
ま
す
。
昨
年
度

は
、
令
和
五
年
一
二
月
二
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
査
定
プ
ロ
セ
ス
期
の
令
和
五
年
一
一
月
一
四
日
に
は
、

教
育
界
と
し
て
条
件
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
熱
い
思
い
を
伝
え

る
た
め
、
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
も
参
加
し
て
「
子
供
た
ち
一
人
一

人
に
対
す
る
き
め
細
か
な
教
育
の
実
現
と
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
等
を
求
め

る
全
国
集
会
」（
主
催
教
育
関
係
二
三
団
体
）

が
開
催
さ
れ
、
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
令
和
六
年
一
月
二
六
日
に
予
算
政
府
案
が
国
会
に
提
出

さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
令
和
六
年
三
月
二
八
日
に
政
府
案
通
り
予
算

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
児
童
生
徒
の
今

と
未
来
の
幸
せ
の
実
現
に
向
け
た
充
実
し
た
教
育
を
行
う
た
め
に
必

要
な
予
算
獲
得
の
た
め
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
　
令
和
六
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト 

　

以
下
で
は
、
副
校
長
・
教
頭
先
生
方
に
関

連
す
る
令
和
六
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。
令
和
六
年
度
予
算
に
お

い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
加

表1　令和6年度予算決定スケジュール

（出典）財務省（2024）令和6年度予算（https://www.
mof.go.jp/policy/budget/budger_workflow/budget/
fy2024/fy2024.html）を基に作成。

日付 内容

令和5年6月16日 「経済財政運営と改革の基本方針」
閣議決定

令和5年7月25日 概算要求基準閣議了解

令和5年8月30日 概算要求書を財務省に提出
～ 査定・折衝

令和5年12月22日 予算政府案閣議決定

令和6年1月26日 予算政府案国会提出・審議開始

令和6年3月28日 政府案通り予算成立

令和6年4月1日 予算執行

全国集会「アピール」

（動画教材）講師：
末冨芳日本大学教授
「学校財務マネジメ
ント：校内研修シリ

ーズ No.52」

全国公立学校教頭会
「令和5年度文教施
策・文教関連立法並
びに予算措置等に関

わる要請」
文部科学省「令和6年
度予算のポイント」

文
部
科
学
省
予
算
決
定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
令
和
六
年
度
予
算
の

ポ
イ
ン
ト

　
～
充
実
し
た
教
育
を
行
う
上
で
は
、

や
は
り
「
お
金
」
が
重
要
～

【
連
　
載
】
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速
化
す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
予
算
措
置

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○�
新
し
い
時
代
の
学
び
の
環
境
整
備
（
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
）

　

令
和
三
年
三
月
の
義
務
標
準
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
度

ま
で
に
小
学
校
の
三
五
人
学
級
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
三
年
度
は
小
二
、
令
和
四
年
度
は
小
三
、
令
和
五

年
度
は
小
四
と
順
次
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
度

は
、
第
五
学
年
の
学
級
編
制
の
標
準
を
三
五
人
に
引
き
下
げ
る
予
算

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
発
達
障
害
な
ど
の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ

の
通
級
指
導
の
充
実
や
外
国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る
日
本
語
指
導
の

充
実
の
た
め
の
定
数
な
ど
と
併
せ
て
、
基
礎
定
数
（
学
級
数
な
ど
で

機
械
的
に
決
ま
る
定
数
）
は
三
、
六
一
○
人
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
習
が
高
度
化
す
る
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
、
各
教
科

の
系
統
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
専
門
性
の
高
い
教
科
指
導
を
行
い
教

育
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
教
師
の
持
ち
コ
マ
数
軽
減
な
ど

学
校
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
、
地
域
や
学
校
等
の
実
情
に
応

じ
た
取
組
が
可
能
と
な
る
よ
う
。
令
和
四
年
か
ら
毎
年
九
五
○
人
の

専
科
指
導
担
当
教
師
の
計
画
的
な
配
置
充
実
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
六
年
度
は
、
令
和
七
年
度
ま
で
の
二
か
年
分
の
改
善
数
を

計
上
し
、
当
初
の
予
定
か
ら
1
年
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

取
組
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
や
学

び
の
多
様
化
学
校
等
へ
の
支
援
の
た
め
の
定
数
な
ど
と
併
せ
て
、
加

配
定
数
は
二
、
○
五
○
人
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
礎
定
数
と
加
配
定
数
を
併
せ
て
五
、
六
六
○
人
の
改
善
と
な

り
、
令
和
六
年
度
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
は
一
兆
五
、
六
二
七

億
円
（
対
前
年
度
当
初
予
算
比 

四
一
一
億
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

○
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業

　

多
様
な
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
の
教
育
活
動
に
参
画
す
る
取
組
を

支
援
し
、
学
校
教
育
活
動
の
充
実
と
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め

令
和
六
年
度
は
、
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
と
し
て
一

二
一
億
円
（
対
前
年
度
当
初
予
算
比 

三
○
億
円
増
）
が
予
算
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
教
員
の
事
務
負
担
軽
減
の
た
め
、
学
習
プ
リ
ン
ト
等
の
準

備
や
来
客
・
電
話
対
応
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
員
業
務
支
援
員
は
全

小
中
学
校
へ
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
の
効
果
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
補
習
授
業

対
応
等
と
い
っ
た
学
校
教
育
活
動
を
支
援
す
る
学
習
指
導
員
も
引
き

続
き
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
副
校
長
・
教
頭
の
厳
し
い
勤
務
実
態
を
踏
ま

え
、
そ
の
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に
係
る
業
務
を
専
門
的
に
支
援
す

る
た
め
の
「
副
校
長
・
教
頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
」
の
配
置
が
織

り
込
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
副
校
長
・
教
頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
に

は
、
副
校
長
・
教
頭
の
業
務
補
助
、
教
職
員
の
勤
務
管
理
事
務
の
支

援
、
施
設
管
理
、
保
護
者
や
外
部
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○�

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
・
い
じ

め
対
策
等
の
推
進

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
）」（
令
和
五
年
三
月
）
や
「
不
登
校
・
い

じ
め
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
令
和
五
年
一
○
月
）
等
に
基
づ
き
、

こ
ど
も
家
庭
庁
等
の
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
・
い
じ
め
対
策
等

を
推
進
す
る
た
め
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向

け
た
不
登
校
・
い
じ
め
対
策
等
の
推
進
」
に
八
八
億
円
（
対
前
年
度

当
初
予
算
比 

三
億
円
増
）
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
学
び
の
多

様
化
学
校
の
設
置
準
備
・
設
置
後
の
運
営
支
援
、
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）
の
設
置
促
進
や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
充
実
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
常
勤
化
に
向
け
た
調
査
研
究
も
予
算
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
～
日
本
経
済
の
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
～
」（
令
和
五
年
一
一
月
二
日
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
、「
国
策
で
あ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
第
2
期
を

見
据
え
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
徹
底
的
な
伴
走
支
援
を
継
続
し
つ

つ
、
日
常
的
な
端
末
活
用
を
行
っ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
故
障
率

も
踏
ま
え
た
予
備
機
を
含
む
一
人
一
台
端
末
の
計
画
的
な
更
新
を
行

う
」
と
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
一
一
月
二

九
日
に
成
立
し
た
令
和
五
年
度
補
正
予
算
（
本
予
算
成
立
後
に
経
済

情
勢
の
大
き
な
変
化
が
あ
り
、
追
加
の
支
出
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
組
ま
れ
る
予
算
）
に
、
端
末
更
新
費
な
ど
二
、
六
六
一
億
円
が
予

算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
端
末
活
用
の
日
常
化
支
援
の
た
め

に
、
都
道
府
県
を
中
心
と
し
た
広
域
連
携
の
枠
組
み
で
あ
る
「
協
議

会
」
を
設
置
し
、
域
内
全
て
の
自
治
体
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
て

い
く
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
予
算
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー

ル
な
ど
の
予
算
が
令
和
五
年
度
補
正
予
算
及
び
令
和
六
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
税
金
を
投
入
し
た
事
業
で
す
の
で
全

て
の
自
治
体
・
学
校
に
お
け
る
端
末
の
日
常
的
な
活
用
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に 

　

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
質
の
高
い
教
師
の
確
保
特
別
部
会

に
お
い
て
、「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
を
担
う
質
の
高
い
教
師

の
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策
に
つ
い
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
答
申
に
は
、

予
算
措
置
が
必
要
な
提
言
が
織
り
込
ま
れ
る
予
定
で
す
。
提
言
が
実

現
す
る
ま
で
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
文
部
科
学
省
予
算
の
決
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
下
、
納
税
者
、
財
務
省
、
国
会
の
理
解
と
支
持
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
育
界
全
体
で
力
を
合
わ
せ
て
、
児

童
生
徒
の
今
と
未
来
の
幸
せ
を
応
援
す
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革

を
、
一
歩
で
も
先
に
進
め
て
い
く
努
力
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

仕
事
部
屋

副
校
長
・
教
頭
の
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